
『
春
の
妖
精
と
呼
ば
れ
ま
す
』 

 

一
人
静
（
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
）、
二
輪
草
（
ニ

リ
ン
ソ
ウ
）
、
片
栗
（
カ
タ
ク
リ
）
、
春
竜

胆
（
ハ
ル
リ
ン
ド
ウ
）。
こ
れ
ら
は
早
春
、

里
山
に
愛
ら
し
い
花
を
咲
か
せ
た
か
と
思

う
間
も
な
く
消
え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
な

ど
、
桜
と
似
て
い
ま
す
が
、
そ
の
草
丈
と

い
っ
た
ら
わ
ず
か
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
。
桜

の
よ
う
に
遠
く
近
く
か
ら
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
る
華
や
か
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
森
か

げ
に
短
い
あ
い
だ
姿
を
あ
ら
わ
し
、
幻
の

よ
う
に
消
え
て
し
ま
う
、
ま
さ
し
く
春
の

妖
精
で
す
。
昭
和
の
高
度
成
長
期
以
前
に

は
里
山
に
よ
く
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
草
花

は
、
開
発
と
と
も
に
静
岡
市
近
郊
で
は
珍

し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
、
一

人
静
は
住
宅
の
庭
で
、
二
輪
草
は
静
岡
市

「
千
代
み
ど
り
の
森
」・
谷
津
山
で
、
片
栗

は
牧
の
原
、
春
竜
胆
は
粟
ヶ
岳
な
ど
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

五
月
の
公
園
整
備
は
一
日
（
日
）
で
す
。

種
ま
き
、
花
壇
造
成
な
ど
の
楽
し
い
作

業
を
行
い
ま
す
の
で
ご
参
加
下
さ
い
。 

○ 

五
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
四
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
二
日
（
日
）
で
す. 

町
内
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
公
園
の
美

化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
楽
し
い
活

動
に
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

 
 

 

日差しに誘わたガザニア！ 

 

四
月
十
日
（
日
）
満
開
の
桜
が
咲
き
誇
る

中
、
会
員
十
四
名
の
参
加
に
よ
り
今
期
最
初

の
公
園
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
数
日
の

暖
か
さ
で
伸
び
始
め
た
雑
草
取
り
や
芝
刈

り
、
施
肥
、
潅
水
作
業
な
ど
を
お
し
ゃ
べ
り

を
交
え
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。
今
期
十
年
目

と
な
る
（
公
財
）
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク
の
支
援

事
業
補
助
金
を
利
用
し
た
花
壇
へ
の
植
栽

計
画
な
ど
の
相
談
も
交
え
、
作
業
終
了
後
は

会
員
手
作
り
の
お
菓
子
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
健
康
や
旅
行
な
ど
の
話
に
花
が
咲
き
、

腰
の
痛
み
も
忘
れ
て
活
動
を
楽
し
む
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

定
期
整
備
！ 

第 132 号 
2016.4.20 
 

雨上がりのチューリップ！ 

豆
知
識
！ 

  

長い間枯れずに！ 

草花に囲まれて楽しい作業！ 

ヒトリシズカ 3.13 住宅の庭で。 

白いのは花弁ではなく雄しべ！ 


